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ニュース

公益社団法人　国際IC日本協会

ICNEWS
第47回 IC国際フォーラム　ご報告

第 47 回 IC 国際フォーラムのプログラムは、タイトルに「和解と
信頼の架け橋の半世紀」を掲げ、次世代に繋げる平和への道として、
10 月 26 日（日）明治学院大学、翌日は会場を衆議院第一議員会館の
国際会議室に移して行われました。1日目は「戦後 80 年を超えて若
者がつくる平和」をテーマとして、3名の講演者にご登壇頂きまし
た。午前は、認定NPO法人「パレスチナ子供のキャンペーン」事務
局長の田中好子氏より紛争中のパレスチナ支援の現状の様相と支
援状況のご講演、続いて、共同通信グループNNA韓国編集記者で
あり、当協会理事である岡本あんな氏から韓国への関わりと想いの
ご講演です。午後、防衛大学校女子一期生、一等空佐、航空自衛隊幹
部学校主任教官吉田ゆかり氏から、ジェンダー視点と多様性の重要
性を指摘するご講演がありました。講演の後「次世代に繋げる平和
への道」―あなたは国をどのように守りますか？をテーマに、グ
ループ・ディスカッションと発表がありました。出席された大学生
の活発な意見と、戦後の繁栄を担ってきた世代から、これまでの背
景と若い方々への期待と激励を込めたご意見で会場は盛り上がり、
将来に一筋の光が見えたようでした。
2日目は、ご来賓のMRA/IC 韓国本部総裁　李柱榮（イ・ジュヨ
ン）氏（元国会副議長）からのご講演に続き、コー円卓会議日本委員
会会長・国際 IC日本協会名誉会長矢野弘典氏、戦後補償ネットワー

ク世話人代表（早稲田大学国際和解学研究所招聘研究員）有光健氏
のご講演でした。会場には、国会 IC 議員連盟の議員の方が参加さ
れ、羽田議員が議員連盟の現状を話されました。午後には、「静かな
時間」について、当協会理事佐々木淳氏より、広くまた深い理解の説
明があり、続いて、藤田会長を司会に講演者によるパネルディス
カッションが行われました。最後に国際 IC 推進議員連盟会長の中
曽根弘文氏（元外務大臣、元文部大臣）よりビデオメッセージを頂
き、盛会の内に終了いたしました。

「国際ＩＣ日本協会設立 50周年祝賀会について」 専務理事　道畑　剛作

第 47 回 IC 国際フォーラムは、2025 年 10 月下旬の二日間に亘り開催された。祝賀会は、第 2日目のフォー
ラム終了後に、衆議院会館内の会場において、韓国MRA/IC 李柱榮総裁ほか役員の方々、中曽根弘文国際 IC
推進議員連盟会長ほか関係議員の方々などのご参加を賜り、橋本徹名誉顧問、矢野弘典名誉会長ほか、役員全
員を含む会員の参加のもと、国際 IC推進議員連盟事務局長の森山浩行衆議院議員の司会により、盛大に開催
された。会員の参加者は、協会の歴代会長を始めとする先輩会員がご尽力されてきた“和解と信頼の架け橋”
への思いを新たにした。
また、永年、当協会の活動を支えて下さっているMRAハウスから記念の生花を頂戴しました。ここに記し
て感謝申し上げます。

「第47回 ICフォーラムのアンケート結果のまとめ」 理事　岡本  あんな

今年のフォーラムは 2日にわたって開催することが決まった当初から、1日目は新規会員の獲得に向け、特に若年層に訴求力のある内容で
構成することを目指しました。2日目は日本協会の設立 50周年を祝うため、その軌跡を会員同士で振り返る機会としました。両日ともに充実
した登壇者に講演いただくことができました。中でも、吉田ゆかり氏の講演は参加者の関心が最も高く、当日は質問も多く上がりました。
海外から迎えたゲストは世界道徳再武装（MRA/IC）韓国本部からのみではありましたが、日韓の国交正常化 60 周年という節目の年にあ
たり、両国の歴史認識に関して未来志向的な意見をシェアできる場面もありました。韓国からのゲストに女性もいたことで、これまでとは
異なる交流が生まれ、新たな協力案のアイデアも得られたことは今年の成果の一つだと感じます。
会員の皆様を巻き込みつつ、新しい仲間も迎えられるような形で事業を続けていくことが今後の課題となっています。

副会長　田口  ヤス子

MRAハウスから贈って頂いた生花

【このフォーラムはMRAハウスからの助成を頂いています】



ソウルでの日韓国交正常化 60周年記念行事に参加して 監事　堀口  満智子

韓国MRA/IC 本部主催の日韓国交正常化 60 周年の記念行事が韓国ソウルで開催され、日本からも役員 6人が招待され参加しました。
国立美術館、安重根記念館などを案内して頂き、夜は役員・会員の方々との会食会も用意して下さり心温まるおもてなしを受けました。
次の日の，記念行事の会場は国会議員会館。矢野名誉会長を始め日韓交流にご尽力して下さった、李総裁他の方々の盛沢山のお話を聴く
ことができました。また岡本あんなさんのお声掛けで、韓国人と韓国在住の日本人の若者達がボランティアで日韓の通訳をかって出て下さ
いました。
今回、私は福岡からソウル入りしましたが 1時間 20 分のフライトで、羽田に行くのと同じフライト時間でした。日本に一番近い隣国、い
つまでも良き隣人としての実りある交流が続くように願っています。今回の韓国訪問は、日本の IC 協会と韓国の IC 協会の絆を深めたと
信じております

編集後記
押し迫ってニュースをお届けします。今年は、新しい事務所からの再スタートとなり、第 47 回 IC 国際フォーラムも協会設立 50 周年
祝賀会も無事挙行できました。皆様のご支援の賜物です。来年はより多くの皆様とお会いし、ニュースも充実させて参ります。

理事（広報担当）　川勝  鋼太郎

韓国における日韓国交正常化 60周年記念行事に参加して 監事　香川　康之

韓国での国交 60 周年記念イベントでは、韓国MRA/IC 本部の皆様による温かなホスピタリティに深く心を動かされました。水嶋駐韓日
本大使の来賓スピーチをはじめ、多彩なゲストが一堂に会し、日本と韓国の交流が積み重ねてきた時間の尊さを感じました。長い間、日本協
会がお世話になった韓国MRA/IC本部の車前総裁へ日本協会から感謝状の贈呈も行われ、日本の第47回IC国際フォーラムで語られた「次
世代へつなぐ国際交流の重要性」は、両国の未来を開く鍵だと実感しました
安重根（アン・ジュングン / Ahn Jung-geun）記念館の見学では、歴史を俯瞰しつつ当事者として向き合う姿勢の大切さを学び、日韓が
互いを理解し続ける意義を改めて感じました。

韓国MRA 主催の国交正常化 60周年イベントの内容報告と感想 理事　岡本  あんな

世界道徳再武装（MRA/IC）韓国本部は、日本協会の理事を韓国・ソウルに迎えて、日韓国交正常化 60 周年の記念イベントを開催しまし
た。韓国本部の李柱栄（イ・ジュヨン）総裁は 2024 年 3 月に総裁に就任して以降、日本協会との協力強化を図っています。
私は 24 年 12 月に韓国本部の諮問委員（国際担当）を委嘱されております。今回は、日本から訪韓する日本協会の矢野名誉会長や理事、

CRTの関係者の方々への旅程案内に加え、イベントの資料翻訳やボランティアメンバー集めなど、さまざまな形で支援しました。
これまで東北アジア青少年フォーラムで大学生が交流してきましたが、ICの（韓国語的に言うと）「指導者」自身が日韓交流を体験してみ

ることが必要だと考え、尽力しました。一度やってみたことで、互いに多くの発見を得ました。継続・進化していくことで、関係性をさらに
発展させていきたいと思います。

特別協力金（寄付）にご協力いただき有難うございました
今年 7月に、皆様にお願い申し上げました特別協力金（寄附）につきましては、多くの皆様にご協力いただき有難うございました。心からお礼申し

上げます。
12 月 15 日時点で、33 名の方（会員及び会員外の方）から総額 855,000 円のご寄附が集まっております。ここに感謝の意を込めまして、ご協力いた

だきました方々のご芳名を掲載させて頂きます。（12 月 15 日現在。五十音順。匿名希望の方を除きます）。
石井統市、石川勝一、大隈尚子、太田敦之、岡本あんな、香川康之、川勝鋼太郎、木村清隆、草山昭、佐藤淳、佐谷隆一、成豪哲、瀬角龍博、高橋衛、
田口ヤス子、田中章博、橋本徹、鳩山由紀夫、藤田幸久、堀口満智子、道畑剛作、宮下暁、柳田和己、矢野弘典、矢野景子、山﨑克雄、山﨑博一、
山田真輝、他に匿名希望 4名、氏名不記入 1名、以上 33 名の皆様、重ねて感謝申し上げます。
（上記の通り、氏名不記入の方が 1名いらっしゃいます。お心あたりの方は、事務局宛ご一報ください。）
この特別協力金（寄付）のお願いは、来年度以降も継続いたします。引き続きご支援・ご協力のほど、お願い申し上げます。

韓国の若手通訳団と岡本理事（左から2人目）韓国MRA前総裁車氏に感謝状を贈る
田口副会長（左）

韓国MRA李総裁ご夫妻


